
ネ南

生
年
月
日

淳

護

教
授

略
歴

昭
和
三
十

一
年
十

一
月
二
十
三
日

τz 

業

昭
和
五
十
四
年
三
月

昭
和
五
十
四
年
四
月

昭
和
五
十
七
年
三
月

昭
和
五
十
七
年
四
月

昭
和
六
十
一
年
三
月

昭
和
六
十

一
年
四
月

昭
和
六
十
三
年
四
月

平

成

元

平
成
平
成
平
成
平
成
平
成

年
四
月

)¥ 

年
四
月

九

年
四
月

十
二
年
四
月

十
五
年
四
月

平
成
二
十
二
年
七
月

十
七
年
九
月

平
成
二
十
六
年
四
月

龍
谷
大
学

龍
谷
大
学

龍
谷
大
学

龍
谷
大
学

龍
谷
大
学

龍
谷
大
学

龍
谷
大
学

龍
谷
大
学

龍
谷
大
学

龍
谷
大
学

龍
谷
大
学

龍
谷
大
学

文
学
部
仏
教
学
科
仏
教
学
専
攻

大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
仏
教
学
専
攻

入
学

大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
仏
教
学
専
攻

修
了

大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
仏
教
学
専
攻

入
学

大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
仏
教
学
専
攻

短
期
大
学
部
非
常
勤
講
師
(
昭
和
六
十
三
年
三
月
ま
で
)

文
学
部
非
常
勤
講
師
(
平
成
元
年
三
月
ま
で
)

専
任
講
師

依
願
退
学

- 5 

文
学
部

文
学
部

助
教
授

短
期
大
学
部

助
教
授

短
期
大
学
部

教
授

文
学
部

教
授

浄
土
真
宗
本
願
寺
派

副
講
者

司
教

龍
谷
大
学

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
安
居

宗
教
部
長
(
平
成
二
十
八
年
三
月
ま
で
)



平
成
二
十
六
年
九
月

平
成
二
十
七
年
四
月

平
成
二
十
七
年
四
月

令
和

7じ

年
七
月

令
和

年
七
月

令
和

年
四
月

楠
淳
誼
教
授

(単
著
・
編
著
)

日
本
仏
教
学
会

常
務
理
事

(令
和
二
年
九
月
ま
で
)

龍
谷
大
学
ア
ジ
ア
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

龍
谷
大
学
世
界
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
安
居

セ
ン
タ
ー
長
(
令
和
元
年
三
月
ま
で
)

基
礎
研
究
部
門
長
(
令
和
五
年
三
月
ま
で
)

副
講
者

龍
谷
大
学

博
士

(文
学
)

日
本
印
度
学
仏
教
学
会

代
表
理
事

(令
和
五
年
度
ま
で
)

主
要
業
績
目
録

6 

「唯
識
こ
こ
ろ
の
仏
教
』
(
龍
谷
大
学
仏
教
学
叢
書
1
)
(編
著
)

平
成
二
十
二

(二

O
一
O
)
年
七
月

I 

自
照
社
出
版

平
成
二
十

(二

O
O
八
)
年
九
月

2 

『心
要
紗
講
読
』
(
単
著
)
永
田
文
昌
堂

『暮
ら
し
に
生
か
す
唯
識
」
(
龍
谷
大
学
仏
教
学
レ
ク
チ
ャ
ー
シ
リ
ー
ズ
「
仏
教
と
人
生
の
課
題
」
l
)

3 

(単
著
)

探
究
社

平
成
二
十
五

(二

O
一
三
)
年
五
月

4 

『回
峰
行
と
修
験
道
|
聖
地
に
受
け
継
が
れ
し
伝
灯
の
行
」

(龍
谷
大
学
ア
ジ
ア
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
文
化
講
演
会
シ
リ
ー
ズ
l
)
(編
)
法
戴
館

5 

『南
都
学

・
北
嶺
学
の
世
界
法
会
と
仏
道
』
(
龍
谷
大
学
ア
ジ
ア
仏
教
文
化
研
究
叢
書
6
)
(編
著
)
法
戴
館

平
成
二
十
八
(
二

O
二
ハ
)
年
十
月



平
成
三
十

(二

O
一
八
)
年
三
月

6 

『蔵
一
俊
撰

『仏
性
論
文
集
』
の
研
究
』
(
龍
谷
大
学
ア
ジ
ア
仏
教
文
化
研
究
叢
書
7
)
(
編
著
)
法
戴
館

平
成
三
十

一

(二

O
一
九
)
年
二
月

7 

『貞
慶
撰

「唯
識
論
尋
思
妙
』
の
研
究
|
仏
道
篇
』
(
単
著
)
法
戴
館

『修
二
会
お
水
取
り
と
花
会
式
聖
地
に
受
け
継
が
れ
し
伝
灯
の
法
会
』

(龍
谷
大
学
ア
ジ
ア
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
文
化
講
演
会
シ
リ
ー
ズ
3
)
(編
著
)
法
戴
館
令
和
元

(二
O
一
九
)
年
七
月

8 

令
和
二
(
二

O
二
O
)
年

一
月

9 

「国
際
社
会
と
日
本
仏
教
』
(
龍
谷
大
学
ア
ジ
ア
仏
教
文
化
研
究
叢
書
げ
)
(
編
著
)
丸
善
出
版

令
和
二
(
二

O
二
O
)
年

一
月

7 -

10 

『日
本
仏
教
と
論
義
』
(
龍
谷
大
学
ア
ジ
ア
仏
教
文
化
研
究
叢
書
日
)
(
編
著
)
法

戴

館

令

和

二

「貞
慶
撰

「観
世
音
菩
薩
感
腔
抄
』
の
研
究
』
(
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
叢
書
但
)
(
編
著
)
法
戴
館

(二

O
二
O
)
年
二
月

11 12 

『貞
慶
撰

『唯
識
論
尋
思
紗
」

法
磁
館

令
和
三
(
二

O
二
一
)
年
二
月

の
研
究
|
「
別
要
」
教
理
篇

・
上
』
(
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
叢
書
必
)
(
編
著
)

13 

『貞
慶
撰

「唯
識
論
尋
思
紗
」
の
研
究
l

「別
要」

教
理
篇

・
上

令
和
田

(二

O
二
二
)
年
二
月

解
説

・
索
引
』
(
編
著
)
法
戴
館
令
和
六

(二

O
二
四
)
年
二
月

14 

『解
脱
房
貞
慶
の
世
界
l

『観
世
音
菩
薩
感
応
抄
』
を
読
み
解
く
」

(龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
叢
書
日
)
(
編
著
)
法
戴
館

『貞
慶
撰

『唯
識
論
尋
思
紗
』
の
研
究
|
「別
要
」
教
理
篇

・
中
l
」
(
編
著
)
法
戴
館

令
和
六

(二

O
二
四
)
年
九
月

15 



令
和
七
(
二
O
二
五
)
年
二
月
刊
行
予
定

(
共
著
)北
畠
典
生
編

『日
本
中
佐
の
唯
識
思
想
』
(
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
叢
書
7
)

(
「
愚
草
『
深
密
三
時
』
」
「
顕
範
草

『深
密
三
時
』
」
「
良
算
草

「心
清
浄
故
』
」
「
良
遍
草

「一

法
中
道
」」
、
そ
の
ほ

か

『普
為
乗
教
』
全
般、

『第
九
識
体
」
全
般
、
「
短
釈
カ
l
ド
」
全
般
執
筆
)
永
田
文
昌
堂
平
成
九

(一

九
九
七
)
年
六
月

2 

智
山
勧
学
会
編

『論
義
の
研
究
』

(I
の
二

「
法
相
の
論
義
」
執
筆
)
青
史
出
版

平
成
十
二
(
二

0
0
0
)
年
三
月

3 

龍
谷
大
学
短
期
大
学
部
仏
教
科
編

『仏
教
|
「
い
の
ち
」
と
「
こ
こ
ろ
」』

- 8-

(
「
多
元
世
界
を
見
る

「こ
こ
ろ
」「
仏
教
と
脳
死
!
極
睡
眠
と
極
悶
絶
の
観
点
か
ら

」
執
筆
)
自
照
社
出
版

平
成
十
二
(
二

0
0
0
)
年
十
月

4 

龍
谷
大
学
短
期
大
学
部
編

『仏
教
文
化
と
福
祉
』

平
成
十
三
(
二

0
0
こ

年
二
月

永
田
文
昌
堂

5 

奈
良
女
子
大
学
古
代
学
学
術
研
究
セ
ン
タ
ー
設
立
準
備
室
編

『儀
礼
に
み
る
日
本
の
仏
教
l
東
大
寺

・
輿
福
寺

・
薬

師
寺
』
(
第
二
章
の

二

「

法

相

論

義

の

形

成

と

展

開

」

執

筆

)

法

戴

館

平

成

十

三
(
二

0
0
こ

年
一一一
月

大
蔵
経
学
術
用
語
研
究
会
編

『仏
典
入
門
事
典
』(「
起
信
論
」「
唯
識
論
聞
書
」
執
筆
)
永
田
文
昌
堂

6 

平
成
十
三
(
二

O
O
二

年
六
月

7 

龍
谷
大
学
短
期
大
学
部
仏
教
科
編

『仏
法
東
漸
|
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
か
ら
古
都
奈
良
、
そ
し
て
現
代
へ
」

(
第
三
章
の
三
「
ζ

こ
ろ
の
仏
教
」
、
第
四
章
の
二
「
護
命
僧
正
と
大
乗
戒
壇
独
立
騒
動
」
執
筆
)
自
照
社
出
版

平
成
十
三
(
二

0
0
こ

年
十
二
月



8 

龍
谷
大
学
短
期
大
学
部
仏
教
科
編

『仏
教
と
日
本
の
こ
こ
ろ
」
(
龍
谷
大
学
短
期
大
学
部
仏
教
科
最
終
特
別
講
義
)

(第
三
章
の
二
「
解
脱
上
人
貞
慶
と
観
音
信
仰
|
あ
る
唯
識
行
者
の
浄
土
信
仰
」
執
筆
)
自
照
杜
出
版

平
成
十
五
(
二
O
O
一二)
年
十
一
月

9 

鍋
島
直
樹

・
長
上
深
雪

・
嵩
満
也
編

『仏
教
生
命
観
の
流
れ
|
縁
起
と
慈
悲
」

(
人
間

・
科
学
・
宗
教
O
R
C
研
究
叢
書
2
)
(E
の
3
「
日
本
唯
識
に
お
け
る
縁
起
的
生
命
観
」
執
筆
)
法
戴
館

平
成
十
八

(二

O
O
六
)
年
六
月

10 

大
取
一
馬
責
任
編
集
・
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
編

『禿
氏
文
庫
本
』
(
龍
谷
大
学
善
本
叢
書
却
)

(
『
興
福
寺
奏
達
状
』
解

説

執

筆

)

思

文

閤

出

版

平

成

二
十
二

(
二
O
一
O
)
年
十
月

大
取

一
馬
編

『典
籍
と
史
料
』
(
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
叢
書
お
)

(第
二
部
の
四
「
龍
谷
大
学
図
書
館
禿
氏
文
庫
蔵

『興
福
寺
奏
達
状
」
に
つ
い
て
|
「
興
福
寺
奏
状
」
の
草
稿
本

も
し
く
は
今

一
つ
の
「
奏
状
」

i
」

執

筆

)

思

文

閣

出

版

平

成

二
十
三
(
二

O
一
一
)
年
十

一
月

マ
ル
テ
ィ
ン
・
レ
ッ
プ
、
井
上
善
幸
編

「問
答
と
論
争
の
仏
教
|
宗
教
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
射
程
』

- 9-

11 12 

(
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
叢
書
幻
)
(
I
の
一一一「
南
都
の
法
会
と
法
相
論
義
」
執
筆
)
法
戴
館

平
成
二
十
四

(二

O
二
乙
年
三
月

13 

吉
田
哲
編
『
祇
園
精
舎
の
鐘
の
声
』
(
龍
谷
大
学
仏
教
学
レ
ク
チ
ャ
ー
シ
リ
ー
ズ
「
仏
教
と
人
生
の
課
題
」

3
)

(「
祇
園
精
舎
の
鐘
の
芦
」
執
筆
)
探
究
杜

平
成
二
十
六

(二

O
一
四
)
年
三
月

14 

野
日
靖
編

『沙
羅
双
樹
の
花
の
色

(龍
谷
大
学
仏
教
学
レ
ク
チ
ャ
ー
シ
リ
ー
ズ
「
仏
教
と
人
生
の
課
題
」

4
)

(
「
沙
羅
双
樹
の
花
の
色
」
執
筆
)
探
究
社

平
成
二
十
六
(
二
O
一
四
)
年
十

一
月

15 

龍
谷
大
学
創
立
三
八
O
周
年
記
念
書
籍
編
集
委
員
会
編

『時
空
を
超
え
た
メ

l
ッ
セ
1

ジ
|
龍
谷
の
至
宝
」



(第

一
章
の
九
「
興
福
寺
奏
達
状
|
法
然
浄
土
教
弾
劾
書
の
草
稿
本
か
ら
判
明
し
た
、
秘
め
ら
れ
た
改
変
」

執
筆
)
法
戴
館

令
和
元

(二

O
一
九
)
年
七
月

16 

道
元
徹
心
編

「日
本
仏
教
の
展
開
と
そ
の
造
形
』
(
龍
谷
大
学
ア
ジ
ア
仏
教
文
化
研
究
叢
書
日
)

(第
2
部

「南
都
北
嶺
の
仏
教
と
美
術
」
の
「
貞
慶
の
「
法
然
浄
土
教
批
判
」
の
特
色
|
魔
界
法
減
を
め
ぐ
っ
て
」

執
筆
)
法
戴
館

17 

令
和
二
(
ニ

O
二
O
)
年
二
月

日
本
仏
教
学
会
編

『仏
教
事
典
」
(
第
2
章
「
仏
教
の
歩
み
」
「
奈
良
時
代
の
仏
教
」
、
第
3
章
「
仏
教
の
思
想
と
修

道
」「
仏
教
に
お
け
る
生
死
観
」
執
筆
、
第
6
章
「
仏
教
の
社
会
的
実
践
」
編
集
)
丸
善
出
版
令
和
三
(
二

O
二
こ

年

一
月

18 

木
俣
元

一
・
近
本
謙
介
編

『宗
教
遺
産
テ
ク
ス
ト
学
の
創
成
』

- 10 -

(第
7
部
「
宗
教
遺
産
先
端
ア
l
カ
イ
ヴ
構
築
と
発
信
」
の
「
宗
教
遺
産
と
し
て
の
法
相
論
義
文
献
」
執
筆
)

勉
誠
出
版

令
和
凹

(二

O
二
二
)
年
三
月

(学
術
論
文
/
前
掲
の
編
著
・
共
著
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
も
含
む
)

「
貞
慶
の
浄
土
観
と
そ
の
信
仰

弥

勅

信
仰
か
ら
観
音
信
仰
へ
|
」
『
龍
谷
大
学
大
学
院
紀
要

・
文
学
研
究
科
』
第
6
集

(2) 

昭
和
六
十
(
一

九
八
五
)
年
三
月

「
良
遍
の
「
唯
識
観
」
|
自
利
の
観
行
か
ら
利
他
の
観
行
へ

」『
龍
谷
大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
室
年
報
」
創
刊
号

昭
和
六
十

(一

九
八
五
)
年
三
月

(3) 

「貞
慶
の
浄
土
観
と
そ
の
信
仰

合

乙

|
弥
陀
海
土
信
仰
の
有
無
に
つ
い
て
|
」

『龍
谷
大
学
大
学
院
紀
要

・
文
学
研
究
科
』
第
7
集

昭
和
六
十

(一

九
八
六
)
年
三
月



(4) 

「
貞
慶
の
浄
土
観
と
そ
の
信
仰
|
法
然
浄
土
教
批
判
の
一
考
察
|
」

『宗
教
研
究
』
第
臼
巻
4
輯

月
口
円

μ

」、L
l

日μ
イホ川
目
」
ノ

-

(一

九
八
六
)
年
三
月

(5) 

「
日
本
唯
識
思
想
の
研
究
|
安
養
唯
報

・
通
化
説
の
展
開
」

『印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
お
巻
第
l
号

昭
和
六
十

(一

九
八
六
)
年
十
二
月

(7) (6) 

『宗
教
研
究
」
第
印
巻
4
輯

昭
和
六
十
二
(
一

九
八
七
)
年
三
月

「
日
本
唯
識
思
想
の
研
究
|
一
一
一
身
成
道
説
の
展
開
」

「
日
本
唯
識
思
想
の
研
究
|
大
悲
間
提
成

・
不
成
説
の
展
開
|
」

(特
集

・
唯
識
思
想
の
研
究

『仏
教
学
研
究
』
第
必
号

山
崎
教
授

定
年
記
念
)

(8) 

昭
和
六
十
二
(
一

九
八
七
)
年
六
月

「仏
教
に
お
け
る
慈
悲
性
に
つ
い
て
|
鎌
倉
時
代
の
南
都
仏
教
を
中
心
と
し
て
|
」
「
宗
教
研
究
」
第
臼
巻
4
輯

昭
和
六
十
三
(
一
九
八
八
)
年
三
月

- 11-

(12) (11) (10) ( 9 ) 

「三
時
教
判
の
展
開
」
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
」
第
訂
巻
第
1
号

「
良
遍
僧
都
の
唯
識
仏
教
」
「
輿
福
寺
仏
教
文
化
講
座
』
第
叫
回

「
唯
識
思
想
と
西
方
願
生
息
相
心
」
『
龍
谷
教
学
」
第
担
号

「
貞
慶
の
法
然
浄
土
教
批
判
に
関
す
る

一
考
察
」

平
成
元
(
一
九
八
九
)
年
六
月

昭
和
六
十
三
(
一

九
八
八
)
年
十
二
月

昭
和
六
十
三
(
一

九
八
八
)
年
十
二
月

『龍
谷
大
学
論
集
』
第
似

・
仰
合
併
号

平
成
元
(
一
九
八
九
)
年
十

一
月

(13) 

「仏
教
学
研
究
』
第
必
・
必
号
(
武
内
教
授

定
年
記
念
)

「
日
本
に
お
け
る
唯
識
観
の
展
開
」

井
ノ
口
教
授
平
成
二

(一

九
九
O
)
年
三
月

(14) 

「
日
本
に
お
け
る
空
思
想
の
発
揮
|
大
乗
唯
識
説
展
開
の
思
想
基
盤
|
」
『
日
本
の
仏
教
と
文
化
』
(
共
著
)
所
収

平
成
二
(
一

九
九

O
)
年
七
月

(15) 

『龍
谷
大
学
論
集
』
第
一切号

平
成
三
(
一

九
九

二

年
七
月

「
良
遍
の
浄
土
教
思
想
に
関
す
る
一
考
察
」



「日
本
仏
教
の
展
開
|
法
相
唯
識
に
つ
い
て
!
」
『
仏
教
学
研
究
』
第
印
号

「愚
草

「一

法
中
道
」
の
研
究
(
前
)
」

『龍
谷
大
学
論
集
」
第
倒
号

「法
宝
の

「
三
時
教
判
」
批
判
に
関
す
る

一
考
察
|
『
一
乗
仏
性
究
寛
論
」
巻
四

「破
法
爾
五
性
章
第
八
」
を
中
心

と
し
て
l
」

『龍

谷

大

学

仏

教

文

化

研

究

所

紀

要

』

第

話

集

平

成

人

(

一
九
九
六
)
年
十

一
月

「
貞
慶
の
安
養
説
に
関
す
る
一
考
察
」
『
真
宗
研
究
l
真
宗
連
合
学
会
研
究
紀
要
」
第
4
輯

平

成

九

(一

九
九
七
)
年
一

月

「
『
法
勝
寺
御
八
講
問
答
記
』
に
お
け
る
法
相
論
義
の
研
究
論
義
形
成
期
の
学
僧

・
修
学
房
覚
晴
に
つ
い
て

(1
)

」
『
仏
教
思
想
文
化
史
論
叢
』
(
共
著
)
所
収

「
日
本
唯
識
と
「
成
唯
識
論
同
学
紗
』
」
『
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
話
集

(18)仕7)(16) 

「法
相
と
唯
識
観
」
『
日
本
仏
教
学
会
年
報
』
第
訂
号

「解
脱
上
人
と
観
音
信
仰
」
『
興
福
寺
仏
教
文
化
講
座
』
第
山
田

「日
本
唯
一
識
思
想
の
研
究
|
論
義

「第
九
識
体
」
の
検
討
|
」
「
龍
谷
大
学
論
集
」
第
一刊号

(2U (20) (1功(23) (22) (24) 包。

「
『
成
唯
識
論
同
学
紗
」
巻
一
ー
ー
一
解
説
」

「龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
話
集

凶

「
日
本
唯
識
と
西
明
寺
円
測
」

「日
本
仏
教
文
化
論
叢
」
上
巻
(
共
著
)
所
収

『龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
」
第
訂
集

「龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
訂
集

(27) 

「
聖
覚
房
良
算
と

「愚
草
』」

側四)

「『成
唯
識
論
同
学
妙
』
巻
一
六
解
説
」

「
『
法
勝
寺
御
八
諮
問
答
記
」
天
承
元
年
条
に
お
け
る
法
相
論
義」

平
成
四

(一

九
九
二
)
年
五
月

平
成
五
(
一

九
九
三
)
年
七
月

平
成
五

(一

九
九
三
)
年
十
二
月

平
成
六
(
一
九
九
四
)
年
三
月

平
成
八
(
一
九
九
六
)
年
六
月

平
成
九
(
一
九
九
七
)
年
六
月
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平
成
九

(一

九
九
七
)
年
十

一
月

平
成
九
(
一
九
九
七
)
年
十

一
月

平
成
十

(一

九
九
八
)
年
六
月

平
成
十
(
一
九
九
八
)
年
十

一
月

平
成
十

(一

九
九
八
)
年
十

一
月



。。

『南
都
仏
教
」
第
打
号
(
『法
勝
寺
御
八
諮
問
答
記
』
特
集
号
)

(

一

九
九
九
)
年
十
月

「
聖
覚
房
良
算
と
『
唯
識
論
尋
思
紗
」
|

「摩
尼
抄
』
『
成
唯
識
論
本
文
抄
』
「
般
若
葺
談
抄
』
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て

『龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第

却

集

平

成

十

二
(
二

O
O
O
)
年
十
一
月

「龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
」
第
ぬ
集

平
成
十

。。
「『
成
唯
識
論
同
学
妙
』
巻
一
ー
ー
九
解
説
」

平
成
十
二
(
二

0
0
0
)
年
十

一
月

(32) 

「
三
紙
成
仏
と

一
念
成
道
法
相
論
義
「
摂
在

一
利
那
」
に
よ
る

一
大
展
開
|
」

(33) 

『仏
教
文
化
と
福
祉
」
(
共
著
)
所
収

「
貞
慶
の
「
摂
在
一

利
那
」
の
思
想
|
『
般
若
蔓
談
抄
』
と

「唯
識
論
尋
思
妙
』
の
所
説
を
め
ぐ
っ
て
|
」

『仏
教
学
研
究
』
第
日
号

(
北
畠
典
生
教
授
光
川
幽
豆一
塞
教
授
定
年
記
念
)

「
貞
慶
の
弥
陀
海
土
信
仰
の
有
無
に
つ
い
て
の
再
検
討
」
「
仏
教
学
研
究
』
第
日
号

「
貞
慶
撰

『弁
財
天
式
』
『
弁
財
天
女
講
式
』
に
み
ら
れ
る
利
生
思
想
」

- 13-

平
成
十
三
(
二

0
0
こ

年
二
月

平
成
十
四

(二

O
O
二
)
年
三
月

倒凶

平
成
十
四

(二

O
O
二
)
年
三
月

『社
会
福
祉
と
仏
教
』
(
共
著
)
所
収

納

平
成
十
四

(二

O
O
二
)
年
十

一
月

『龍
谷
大
学
論
集
』
第
制
号

平
成
十
六
(
二
O
O
四
)
年
一
月

「「
唯
識
論
尋
思
妙
」
に
お
け
る
仏
果
障
義
と

『成
唯
識
論
同
学
紗
』」

相}

『仏
教
と
人
間
社
会
の
研
究
』
(
共
著
)
所
収

「日
本
唯
識
に
お
け
る
論
義
仏
果
障
展
開
の
意
義
」

同(掛

平
成
十
六
(
二
O
O
四
)
年
三
月

「
平
安
時
代
の
唯
識
仏
教
|
薬
師
寺
仲
継
大
徳
の
発
想
の
妙
|
」
「
薬
師
寺
」
第
一山
号

平

成

十
六
(
二

O
O
四
)
年
九
月

「
貞
慶
撰

『唯
識
論
尋
思
紗
別
要
』
に
見
ら
れ
る
命
終
心
思
想
の
意
義
」
『
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
品
集

平
成
十
七

(二

O
O
五
)
年
十

一
月



併。

「『
唯
識
|
こ
こ
ろ
の
仏
教
|」
を
読
む
人
の
た
め
に
」「
日
本
唯
識
に
お
け
る
行
道
観
と
臨
終
思
想
」

平
成
二
十

(二

O
O
八
)
年
九
月

料1)

「唯
識
こ
こ
ろ
の
仏
教
』
(
編
著
)
所
収

「
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵

『法
相
関
係
論
義
書』

に
つ
い
て
」

『龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
灯
集

平
成
二
十
年

(二

O
O
八
)
年
十
二
月

ねa
「貞
慶
の
弥
陀
信
仰
再
考
|
本
願
念
仏
臨
終
来
迎
論
と
報
化
二
土

一
体
同
処
論
に
よ
る

「凡
入
報
土
」
の
展
開
|
」

『商
都
仏
教
」
第
mm
号

(二

O
O
九
)
年
十
二
月

併3

「
貞
慶
撰

『心
要
紗
」
の
撰
述
年
に
関
す
る

一
考
察
」

龍
クミ
'-' 

大
= ナ
三ι
日間

集

第
474 

475 
辺、

併ま
す 二

十

平
成
二
十
二
(
二

O
一
O
)
年

一
月

純労

「
貞
慶
の
観
音
信
仰
再
考
l
新
資
料

『観
世
音
菩
薩
感
鷹
山
抄
」
を
中
心
と
し
て
|
」

14 

『日
本
仏
教
綜
合
研
究
」
第
八
号

平
成
二
十
二
(
二

O
一
O
)
年
五
月

位。

「
貞
慶
撰

「安
養
報
化
』
(
上
人
御
草
)
の
翻
刻
読
解
研
究
」

『南
都
仏
教
』
第
何
号

平
成
二
十
二
(
二

O
一
O
)
年
十
二
月

弘司附

「南
都
の
法
会
と
法
相
論
義
」

『勧
学
寮
例
会
紀
要
」

(二

O
一
二

年
十
二
月

平
成
二
十
三

「
貞
慶
の
菩
薩
種
姓
自
覚
の
理
論
と
仏
道
観
新
資
料

『法
相
宗
大
意
名
目
」
な
ら
び
に

「心
要
紗
』
等
を
中
心
と

し
て
|
」
『
龍
谷
大
学
論
集
」
第
仰
号

平

成

二
十
四

(二

O
一
二
)
年
三
月

「
貞
慶
の
遁
世
に
つ
い
て
新
資
料
「
故
解
脱
房
遺
坂
僧
正
之
許
消
息
之
状
」
翻
刻
紹
介
|」

科8

『仏
教
学
研
究
』
第
九
号
(
浅
田
正
博
教
授

平
成
二
十
七

(二

O
一
五
)
年
三
月

純明

定
年
記
念
)

「法
相
論
義

「一

仏
繋
属
」
展
開
の
意
義
l
貞
慶
に
よ
る
法
然
浄
土
教
批
判
の
論
理
構
築
|
」

「龍
谷
大
学
論
集
』
第
側
号

平
成
二
十
九

(二

O
一
七
)
年
十

一
月



おD(50) 

「法
相
論
義
と
仏
道
」
「
南
都
学

・
北
嶺
学
の
世
界
|
法
会
と
仏
道
』
(
編
著
)
所
収

「
蔵
俊
撰

『仏
性
論
文
集
』
の
思
想
的
特
色
」「
蔵
俊
撰

『仏
性
論
文
集
』
の
翻
刻
読
解
研
究
」
の

「序
章

(表
表
紙

に
付
さ
れ
た
後
補
題
筆
と
遊
紙
裏
の
書
き
付
け
三
行
)」「
弥
勅
造

『喰
伽
師
地
論
』
と
世
親
造

『仏
性
論』

の
背

反
」
「
「
訳
者
真
諦
加
増
説
」
の
提
示
」
翻
刻
読
解
研
究

『蔵
俊
撰

『仏
性
論
文
集』

の
研
究
」
(編
著
)
所
収

平
成
三
十

(二

O
一
八
)
年
一一一月

平
成
三
十
一

(二

O
一
九
)
年
二
月

(53) (52) 

『仏
教
文
学
』
第
叫
号

平
成
三
十

一

(一一

O
一
九
)
年
四
月

「
貞
慶
の
浄
土
信
仰
と
仏
道

講
式
を
中
心
と
し
て

」

「南
都
の
法

会

|
仏
に
成
る
道

」

『修
二
会

お
水
取
り
と
花
会
式
l
聖
地
に
受
け
継
が
れ
し
伝
灯
の
法
会
」
(
編
著
)
所
収

(刊

令
和
二
(
二

O
二
O
)
年

一
月

『日
本
仏
教
と
論
義
」
(編
著
)
所
収

15 -

「法
相
論
義
と
仏
道
|
『
成
唯
識
論
同
学
紗
』
に
見
る
不
成
仏
種
姓
の
会
通
|
」

令
和
二
(
二

O
二
O
)
年
二
月

同

「
貞
慶
の

「法
然
海
土
教
批
判
」
の
特
色
!
魔
界
法
滅
を
め
ぐ

っ
て
」

『日
本
仏
教
の
展
開
と
そ
の
造
形
』
(
共
著
)
所
収

令
和
二
(
二

O
二
O
)
年
二
月

(56) 

『龍
谷
大
学
論
集
」

第
一
や
す

「貞
慶
撰

『唯
識
論
尋
思
紗
」
「
=
一身
成
道
同
時
歎
」
の
意
義
」

間

令
和
二
(
二

O
二
O
)
年
三
月

「解
脱
房
貞
慶
の
浄
土
信
仰
展
開
の
諸
理
論
に
つ

い
て
l

「法
然
浄
土
教
批
判
の
思
想
背
景」

解
明
の
試
み
|」

『勧
学
寮
例
会
研
究
紀
要
』

令
和
二
(
二

O
二
O
)
年
十
二
月

(瑚

の
撰
述
と
思
想
的
特
色
」「
『観
世
音
菩
薩
感
磨
抄
」

貞
慶
撰

『安
養
報
化
」
(上
人
御
草
)

の
翻
刻
読
解
研
究
」

の
翻
刻
読
解
研
究
」「
付
録

「貞
慶
撰
『
観
世
音
菩
薩
感
応
抄
」



(59) 

『貞
慶
撰

「観
世
音
菩
薩
感
臆
抄
』
の
研
究
」
(
編
著
)
所

収

令

和

一

一一

(一一

O
一
一
一
)
年
二
月

「論
議
抄
の
成
立
」
「
『唯
識
論
尋
思
紗
」
の
編
述
」

等
の
諸
論
、
「大
悲
悶
提
」
「証
果
廻
心
」「
三
智
差
別
」
等
の
翻

川
辺
IL
E
T耳
川
b
し

古
M
F

壬

-n品
開
リ

rR
ク
サ
ノ

(ω) 

『貞
慶
撰

「成
唯
識
論
尋
思
紗
』
の
研
究
「
別
要
」
教
理
篇

・
上
」
(
編
著
)
所
収

令

和

田

(二

O
二
二
)
年
二
月

「大
悲
悶
提
」

「一

乗
五
姓
了
不
了
義
」

「証
果
廻
心
」
「
帯
質
通
情
本
」
「仏
所
得
法
而
皆
得
」
「
一
意
識
計
」
の
解
説

「貞
慶
撰

「唯
識
論
尋
思
妙
』
の
研
究
|
「
別
要
」
教
理
篇

・
上

解
説

・
索
引
」
(
編
著
)
所
収

倍。

令
和
六
(
二

O
二
四
)
年
二
月

「『
観
世
音
菩
薩
感
応
抄
」
解
説
行
者
の
信
仰
実
践
の
書
」
、
コ
ラ
ム

「貞
慶
の
講
式
に
見
ら
れ
る
諸
信
仰
の
意
義」
、

『安
養
報
化
』
『
勧
学
記
』
『
観
心
為
清
浄
円
明
事
』
「
興
福
寺
奏
達
状
」
『
興
福
寺
奏
状
』
『
出
離
最
要
』
『
修
行
要

紗
』
『
心
要
紗
」
『
仏
舎
利
観
音
大
士
発
願
文
』
『
別
願
講
式
』
『
弁
財
天
式
」
「
弁
財
天
女
講
式
」
「
命
終
心
事
』

「臨
終
之
用
意
」
『
唯
識
論
尋
思
紗
』
著
作
解
説
、
付
録
2
「奥
書

・
識
語
集
」

『解
脱
房
貞
慶
の
世
界

『観
世
音
菩
薩
感
応
抄
』
を
読
み
解
く
』
(
共
著
)
所
収
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令
和
六
(
二

O
二
四
)
年
九
月

(
そ
の
他
/
記
念
論
集
や
共
同
研
究
等
も
便
宜
を
考
慮
し
て
掲
示
)

北
畠
典
生
教
授
還
暦
記
念
論
集
刊
行
会
編

『日
本
の
仏
教
と
文
化
」
(
北
畠
典
生
教
授
還
暦
記
念
)
永
田
文
昌
堂

① 

平
成
二

(一

九
九
O
)
年
七
月

② 

「日
本
の
中
世
に
お
け
る
唯
識
思
想
の
研
究

「
普
為
乗
教
」
の
展
開
|」

(北
畠
典
生
等
共
同
研
究
)
「龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
却
集

「
日
本
中
世
に
お
け
る
唯
識
思
想
の
研
究
l

「第
九
識
体
」
の
展
開

(上
)

|
」

平
成
二
(
一

九
九
O
)
年
十
二
月

③ 



(北
畠
典
生
等
共
同
研
究
)
『龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
」
第
却
集

(創
立
三
十
周
年
記
念
特
集
号
)

④ 

「
日
本
中
世
に
お
け
る
唯
識
思
想
の
研
究
|
「第
九
識
体
」
の
展
開

(下
)
!
」

(北
畠
典
生
等
共
同
研
究
)
「
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
認
集

「
日
本
中
世
に
お
け
る
唯
識
思
想
の
研
究
|
「
心
清
浄
故
」
の
展
開
」

(北
畠
典
生
等
共
同
研
究
)
『龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
お
集

「
「一

乗
仏
性
究
寛
論
』
に
お
け
る
問
題
点
と
そ
の
検
討

(一

)
」
(
浅
田
正
博
等
共
同
研
究
)

「龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
泊
集

「
「
一
乗
仏
性
究
寛
論
』
に
お
け
る
問
題
点
と
そ
の
検
討

(二
)
」
(
浅
田
正
博
等
共
同
研
究
)

『龍
谷
大
学
例
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
お
集

渡
法
隆
生
教
授
還
暦
記
念
論
集
刊
行
会
編

「仏
教
思
想
文
化
史
論
叢
」

(
渡
謹
隆
生
教
授
還
暦
記
念
論
集
)
永
田
文
昌
堂

⑤ ⑤ ⑦ ③ ⑨ 

「
『成
唯
識
論
同
学
妙
」
の
研
究

(
こ
」
(
楠
淳
誼

・
北
畠
典
生
等
共
同
研
究
)

「龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
」
第
話
集

北
畠
典
生
教
授
古
希
記
念
論
集
刊
行
会
編

『日
本
仏
教
文
化
論
叢
』
上
巻

(北
畠
典
生
博
士
古
稀

記
念
論
文
集
)
永
田
文
昌
堂

「
「成
唯
識
論
同
学
抄
」
の
研
究

(二
)
」
(
楠
淳
誼
・
後
藤
康
夫
等
共
同
研
究
)

「龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
」
第
訂
集

「
『法
勝
寺
御
八
講
問
答
記
」
天
承
元
年
条
本
文
」

⑩ ⑪ ⑫ 

平
成
三

(
一
九
九

二

年
十
二
月

平
成
五

(
一
九
九
三
)
年
十
二
月

平
成
六

(
一
九
九
四
)
年
十

一
月

平
成
七

(
一
九
九
五
)
年
十

一
月

平
成
人

(一

九
九
六
)
年
十

一
月
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平
成
九
(
一
九
九
七
)
年
六
月

平
成
九

(一

九
九
七
)
年
十

一
月

平
成
十
(
一
九
九
八
)
年
六
月

「南
都
仏
教
」
第
打
号

(『
法
勝
寺
御
八
講
問
答
記
」
特
集
号
)

平
成
十

(一

九
九
八
)
年
十
一
月



平
成
十

(一

九
九
九
)
年
十
月

⑬ 

「
『成
唯
識
論
同
学
抄
』
の
研
究

さ
乙
」
(
楠
淳
詮

・
後
藤
康
夫
等
共
同
研
究
)

「龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
」
第
却
集

龍
谷
大
学
短
期
大
学
部
編

『社
会
福
祉
と
仏
教
』
(
短
期
大
学
部
社
会
福
祉
科
開
設
四
十
周
年
記
念
論
集
)
百
華
苑

平
成
十
四

(二

O
O
二
)
年
十
一
月

平
成
十
二
(
二
0
0
0
)
年
十
一
月

⑭ 

朝
枝
善
照
先
生
華
甲
記
念
論
文
集
刊
行
会
編

「仏
教
と
人
間
社
会
の
研
究
』

(
朝
枝
善
照
博
士
還
暦
記
念
論
文
集
)
永
田
文
昌
堂

「仏
教
古
文
献
に
お
け
る
唯
心
思
想
の
総
合
的
研
究
川
解
脱
房
貞
慶
の
唯
識
思
想
の
展
開
」

(楠
淳
誼

・
藤
丸
要
等
共
同
研
究
)

「龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
」
第

叫

集

平

成

十

七

(二

O
O
五
)
年
十

一
月

⑫
「
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
仏
教
古
文
献
の
研
究
」

(桂
紹
隆

・
龍
口
明
生
等
共
同
研
究
)

「龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第

釘

集

平

成

二
十

(二

O
O
八
)
年
十
二
月

「
生
活
に
生
か
す
唯
識
そ
の

l
」
『
薬
師
寺
』
第
肌

号

平

成

二
十

一

「
生
活
に
生
か
す
唯
識
そ
の

2
」
『
薬
師
寺
」
第
四

号

平

成

二
十

一

「
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
「
禿
氏
文
庫
本
」
の
研
究
」

(大
取

一
馬
・
岩
井
宏
子
等
共
同
研
究
)

『龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
特
集

「生
活
に
生
か
す
唯
識
そ
の

3
」
『
薬
師
寺
」
第
即
号

「
生
活
に
生
か
す
唯
識
そ
の
4
」
「
薬
師
寺
」
第
胤
号

「生
活
に
生
か
す
唯
識
そ
の

5
」
『薬
師
寺
」
第
師
号

「
生
活
に
生
か
す
唯
識
そ
の

6
」
『
薬
師
寺
』
第
附
号

⑬ 

平
成
十
六
(
二
O
O
四
)
年
三
月

⑮ 

口。

@⑮⑬  

(二

O
O
九
)
年
十
月

(二

O
O
九
)
年
十
二
月

平
成
二
十

一

(二

O
O
九
)
年
十
二
月

@@J⑫⑫ 

(二

O
一
O
)
年
三
月

平
成
二
十
二

平
成
二
十
二
(
二

O
一
O
)
年
六
月

平
成
二
十
二

(二

O
一
O
)
年
九
月

平
成
二
十
二
(
二

O
一
O
)
年
十
二
月



@ 

「
日
本
唯
識
の
転
換
点
|
蔵
俊

・
貞
慶
と
法
相
論
義
|」
(
楠
淳
誼

・
雌
川
祥
美

・
新
倉
和
文
共
著
)

『南
都
仏
教
』
第
犯
号

平

成

二
十
二
(
二

O
一
O
)
年
十
二
月

「
序
文
〈
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
総
括
と
展
望
〉」

@ @ 

龍
谷
大
学
ア
ジ
ア
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

「N
0
5
年
度

「
序
文
〈
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
総
括
と
展
望
〉」

龍
谷
大
学
ア
ジ
ア
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
言
。
口
年
度
研
究
報
告
書」

「仏
教
と
聖
地
に
関
す
る
総
合
的
研
究
|
聖
な
る
表
象
と
は
何
か
」
(
楠
淳
誼
等
共
同
研
究
)

研
究
報
告
書
」

平
成
二
十
八

(二

O
二
ハ
)
年
三
月

平
成
三
十
年

(二

O
一
八
)
年
三
月

⑮ 

『龍
谷
大
学
世
界
仏
教
文
化
研
究
論
叢
』
第
町
集

平
成
三
十

一
年
(
二

O
一
九
)
年
一一一
月


